
【ＤＯ（実施）】

④

292,324

54,300

県支出金

地方債

3,904

149,075

その他

一般財源

①H28年度は総合運動公園の多目的広場のソフトボール場、グラウンドゴルフ場、駐車場の供用を開始したため、都市公園面積が増と
なった。
②新規の管理団体が無く、現状維持となった。
③新規箇所は無く、現状維持となった。

指標名

一人当たりの都市公園面積

地域団体が管理する公園数

箇所親水空間の設置箇所数

190303
河川・海辺空間の整備・
維持管理

河川環境の保全や水辺空間の創出など、安全で親しみがもてる河川の整備を目指し、郡川
やよし川等の計画的な河川改修を進めます。
また、海岸部においては、人工浅場など海辺に親しみがもてる空間の整備に努めるととも
に、プレジャーボートなどを係留する港湾施設についても、県と連携しながら魅力的な海
辺空間の整備・維持管理に取り組みます。

190302
地域住民と連携した公園
の維持管理と緑化の推進

美しく潤いのある環境づくりを目指し、地域住民と連携した公園の維持管理や、花
に関するイベントの実施など、住民参加型の取組を推進します。

施策の概要

190301 公園の整備・維持管理

安全で魅力的な公園を目指し、「大村市公園施設長寿命化計画」に基づき、設備等
の計画的な補修・更新を行います。
また、大規模なスポーツ大会への対応や市民スポーツの推進などを図るため、「大
村市総合運動公園」の早期整備を行います。

事業費

国庫支出金

H29年度

予算 見込
特記事項

-

-26,697

762,417

H30年度

4,917

344,800

220,000

735,720

4,235

③

47
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㎡ 6.4
6.7

44
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6.7 6.7

② 公園
44

23
23

44.0

⑤

施策経費

233,741

98.5%①

H31目標値 H32目標値

6.6

23

H28年度

45

23 23
100.0% 95.8%

H31実績値 H32実績値

6.7 6.8

24

97.1%

100.0% 78.6%
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施策 1903 公園・河川の整備 施策推進担当部 都市整備部

H29目標値 H30目標値

H29実績値 H30実績値

基準値
（H26）

H28目標値

H28実績値

施策の方針
計画的な公園の整備と維持管理を行うとともに、緑化の推進に取り組む。また、安全で親しみのもてる
河川・海辺空間の整備や維持管理を行う。

基本計画における目標値

平成 29 年度 施策評価表

単位
H28年度

達成率 進捗率

29,077

22,227

262,818

人件費

施策達成状況の説明

フルコスト

1,033

164,970

決算
（単位:千円）

133,525

1,361

75,100

4,838

77,500

内
訳



【ＣＨＥＣＫ（評価）】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

平成30年度新規事業

【評価調整委員会意見】

【最終評価（都市経営戦略会議）】

評価調整委員会意見のとおり

≪特記事項≫

2 見直しが必要

1

0

5

4

3

2

問題点・課
題を踏まえ
た施策構成
事務事業の
改善・改革
や新規事業
についての
考え方

（問題・課題）公園施設の老朽化については、「大村市公園施設長寿命化計画」に基づき、更新整備を行うが財源について
は、国庫補助等を利用し、コストの削減を図る。
また、不法係留者及び未納者対策として、県と協力して指導等を実施し、収納件数の増加を図る。

事業名（仮称） 担当課 対象・事業概要など
H30年度見込

事業費

施策を達成
する上での
問題点・課
題

≪特記事項≫
「さくらの里づくり事業」について、下記の意見を付す。
事業の実施を認めるが下記の条件を付す。
・接木の苗木を育てる場所については、長期間使用できる土地を探すこと。

①都市公園の整備に関しては、施設の老朽化が進んでおり、長寿命化整備に移行していく必要がある。
また、厳しい財政状況下において、新たな公園整備の財源確保が課題となっている。
②公園管理を委託している地域団体においては、急速な高齢化により適正な維持管理が困難となってきている。
③大村公園内の桜の老木化が進んでおり、樹勢を失ったり、倒木が心配される。また、木製施設においても経年劣化により
腐食等がみられ、安全性の確保が難しくなっている。
④不法係留者及び未納者に対する対策が課題である。
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